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走行する車両で計測した車上計測データから、車両の高速走行時に大きな振

動が生じる共振橋りょうを抽出する手法を開発しました。これにより、地上か

らの計測を大幅に省力化できるようになりました。

⚫列車通過時に大きな振動が生じる共振橋りょうを、走行車両上で計測した車体

加速度、もしくは軌道変位から抽出することができます。

車上計測による共振橋りょうの抽出法

⚫路線内の共振橋りょうの検知・地上計測の代替・優先順位付けに使用します。

⚫電柱など橋りょう上設備の要注意箇所の抽出ツールとして使用します。

車上計測による共振橋りょうの抽出法

鉄道事業者において、要注意である共振橋りょうの抽出、橋りょう上の設備の対

策要否の判定、地上からの検査の優先順位付けに活用されています。

特 徴

用 途

活用例

共振橋りょう

軌道保守管理データベースシステム（LABOCS）上で処理可能

構造物
情報

計測データの差
（先頭と最後尾）

共振橋りょうを抽出

最後尾のセンサ

先頭のセンサ

車両進行方向

車上計測による抽出法

最後尾応答：大 先頭応答：小振幅成長

共振橋りょうの車上計測による抽出原理

特許第7095947号、特許第7257729号、特許第7402594号

⚫走行する車両上で計測される振動

データには、共振橋りょうに特有

の振動成分が含まれています。先

頭車両と最後尾車両で計測される

データのうち、特有の振動成分の

差を利用して、共振橋りょうを抽

出可能にしました。

⚫乗り心地管理用の動揺加速度のほ

か、慣性正矢軌道検測装置の検測

データ（高低変位）を利用できます。

⚫既存の軌道保守管理データベース

システム（LABOCS）のデータを

活用することで、容易に導入可能

です。
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• 一方、高速化や経年での橋りょう
の劣化により、車両の通過ととも
に振動が徐々に増大する共振が
発生することがあります。

• 乗り心地や設備に影響が生じる
場合があるため、膨大な数の橋
りょうを一つずつ地上から計測し
なければならず、非効率でした。

高速鉄道における共振橋りょう

車上計測データによる共振橋りょうの抽出原理

車両の通過時にのみ卓
越する共振橋りょう特有
の振動成分を強調する
フィルタ処理と包絡線処
理に加え、先頭と最後尾車
両の差分処理を行い、橋
りょう振動成分のみを分
離する技術を開発しました。

地上計測した橋りょうの変位波形
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共振橋りょう一般的な橋りょう （b）（a）

先頭
通過時

最後尾
通過時

地上計測

この差を利用して
車上から共振橋りょう

を判別

• 高速鉄道車両が橋りょうを通過する場
合、橋りょうに下側の変位が生じます。

実路線での検証

軌道保守管理データベースシステム（LABOCS）
地上でのたわみ測定
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たわみ測定結果：共振
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フィルタ・包絡線処理

車上検測データ
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共振橋梁 検証

A橋

A橋

実路線での適
用結果と地上で
のたわみ測定の
比較から、提案
手法により共振
橋りょうを抽出
できることを検
証しています。

最後尾応答：大 先頭応答：小

共振橋りょう通過時

先頭車両および最後尾車両の計測値の差から
共振橋りょうを検知

先頭車両および最後尾車両の加速度計
もしくは慣性正矢軌道検測装置の計測データ

加速度計
慣性正矢装置

振幅
成長




